
発行：福岡地区労働組合総連合
〒８１０－００４１
福岡市中央区大名２－２－51
第一吉田ビル２０３号
TEL　092－724－3333
FAX　092－741－5110
Mail：fukuciku@gmail.com

（ＨＰはこちら）

2025年12月15日付 242号

福岡地区労連2025
12月号

学びを持ち帰り、明日から役立て活用を学びを持ち帰り、明日から役立て活用を
代
表
世
話
人
会
議
長
の

田
村
昭
彦
氏
か
ら
は
、「
は

た
ら
く
私
た
ち
の
健
康
権

を
創
造
し
よ
う
・
戦
後
８０

年
を
ふ
り
返
り
、
自
己
責

任
論
を
の
り
こ
え
よ
う
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
こ
れ
ま

で
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
の
歩

み
が
語
ら
れ
、
１
９
９
０

年
か
ら
一
貫
し
て
「
人
間

ら
し
く
働
く
」
を
基
本
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
こ

と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
１０
年
前
か
ら

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ　

Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ
（
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
）」
を

提
唱
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
セ
ミ
ナ
ー
は
３５
年
前
か

ら
人
間
ら
し
く
は
た
ら
く

こ
と
を
追
求
し
て
き
た
先

駆
的
運
動
で
す
。

田
村
議
長
は
、「
貧
富

の
格
差
が
拡
大
し
『
経
済

格
差
』
が
『
健
康
格
差
』

を
作
り
出
す
と
す
る
『
健

康
の
不
平
等
・
差
別
』
化

も
社
会
保
障
制
度
の
改
悪

と
あ
い
ま
っ
て
進
行
し

た
。
運
動
習
慣
や
習
慣
的

喫
煙
の
割
合
な
ど
の
生
活

習
慣
の
差
に
所
得
格
差
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
『
生
活
習
慣
病
』

が
個
人
の
責
任
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。」と
経
済
格
差
の
現
状

が
健
康
格
差
に
影
響
を
し

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
人
間
ら
し
く
働
く

九
州
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は

何
度
か
参
加
し
ま
し
た

が
、
立
ち
上
げ
か
ら
尽

力
さ
れ
た
田
村
昭
彦
先

生
が
退
任
さ
れ
る
記
念

す
べ
き
大
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
感
慨
深
い

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
医
師
・
弁
護
士
・

労
働
組
合
が
共
同
し
て

作
り
上
げ
る
セ
ミ
ナ
ー

は
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
毎
回
、
た
く
さ
ん

の
学
び
と
出
会
い
が
あ

り
ま
す
。
記
念
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

九
州
セ
ミ
ナ
ー
は
今

年
が
初
参
加
で
す
。
代

表
世
話
人
で
あ
る
田
村

先
生
の
お
話
で
、
九
州

は
長
く
公
害
や
労
災
、

職
業
病
に
苦
し
め
ら
れ

て
き
た
場
所
で
あ
り
、

被
害
者
救
済
の
運
動
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、
一

緒
に
学
び
交
流
す
る
場

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

始
ま
り
、「
人
間
ら
し

く
働
く
た
め
に
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
共
に
３５
年

に
渡
り
歩
み
続
け
て
き

た
九
州
セ
ミ
ナ
ー
の
歴

康
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま

う
社
会
の
中
に
い
る
。
日

本
で
は
戦
後
８０
年
、
戦
争

は
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、

労
働
の
現
場
を
み
る
と
過

労
死
や
過
労
自
殺
の
悲

劇
、
死
に
至
ら
な
い
ま
で

も
労
働
と
そ
の
生
活
に
疲

弊
し
て
精
神
疾
患
や
職
業

病
に
煩
わ
さ
れ
て
い
る
。

健
康
な
生
活
が
送
れ
な
い

社
会
に
い
る
と
指
摘
し
、

健
康
な
社
会
を
次
世
代
の

す
べ
て
の
人
が
達
成
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
行
動
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
社
会

運
動
が
必
要
だ
と
述
べ
ま

し
た
。

九
州
セ
ミ
ナ
ー
に
は
４

０
０
人
が
参
加
し
、
来
年

の
佐
賀
実
行
委
員
会
に
バ

ト
ン
が
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し

た
。

記
念
講
演
で
は
、
大
分

大
学
経
済
学
部
教
授
の
石

井
ま
こ
と
氏
が
「
健
康
な

社
会
と
労
働
問
題
―
社
会

に
責
任
を
も
た
せ
る
「
大

き
く
組
む
」
社
会
運
動
の

展
望
」
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

石
井
氏
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

健
康
定
義
で
あ
る
「
単
に

病
気
が
な
い
と
か
、
虚
弱

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、身
体
的
、精
神
的
、

社
会
的
に
完
全
な
良
好
な

状
態
」
か
ら
国
際
情
勢
で

は
、
ガ
ザ
で
虐
殺
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
は
戦
争
が
起

き
、
多
く
の
か
け
が
え
の

な
い
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

そ
の
命
は
決
し
て
も
ど
っ

て
こ
な
い
。
一
方
、
日
本

で
も
都
市
も
普
通
に
生
活

の
た
め
に
労
働
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
健

ョ
ン
も
多
く
の
学
び
が

あ
り
ま
し
た
が
、
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
の
分

科
会
に
参
加
し
、
各
地

の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
「
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
職
場
で
実
践
し
よ

う
」
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
来
年
は
お

隣
り
佐
賀
県
で
の
開
催

で
す
。「
楽
し
く
な
け

れ
ば
九
セ
ミ
じ
ゃ
な

い
」
―
市
民
も
巻
き
込

ん
で
、
韓
国
と
も
連
帯

し
、
楽
し
く
て
よ
り
多

く
の
参
加
で
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

史
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
労

働
基
準
法
改
正
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社

会
の
流
れ
や
制
度
を
し

っ
か
り
掴
む
こ
と
、
心

と
体
の
健
康
と
働
く
人

の
権
利
が
守
ら
れ
た
社

会
の
実
現
に
は
、
置
か

れ
た
立
場
の
違
い
も
超

え
て
大
き
く
組
ん
で
運

動
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
足
元
か
ら
取

り
組
む
大
事
さ
を
再
確

認
で
き
た
集
会
で
し
た
。

１１
月
１５
日
、
１６
日
の
二
日
間
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で
第
３５
回
記
念
大
会
・
人
間
ら
し
く
働

く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
分
現
地
実
行
委
員
長
の
酒
井
誠
氏
は
、
九
州
セ
ミ
ナ

ー
は
労
災
職
業
病
を
は
じ
め
と
し
て
生
活
習
慣
病
ま
で
様
々
な
疾
患
を
、
医
学
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
労

働
者
や
家
族
の
視
点
、
社
会
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
直
す
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
。
学
び
を
持
ち
帰
り
、
明
日

か
ら
役
立
て
て
頂
け
れ
ば
と
の
べ
ま
し
た
。

経
済
格
差
が
健
康
格
差
・
自
己
責
任
論
を
乗
り
越
え
よ
う

健
康
な
社
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
社
会
運
動
か
ら

九州セミナー

福
岡
民
医
連
・
福
医
協
労
働
組
合

�

伊
藤　

絹
江

福
岡
公
務
・
公
共
一
般
労
働
組
合

�

永
冨
湧
子

第３５回　人間らしく働く九州セミナーに参加して
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１２
月
７
日
、
福
岡
県
春

闘
共
闘
討
論
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

永
田
議
長
は
開
会
挨
拶

で
、
２
０
２
５
年
春
闘
で

は
全
国
的
に
平
均
８
，７

３
９
円
（
３
・
２６
％
）
の

賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
も

の
の
、
物
価
高
騰
の
影
響

で
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス

で
あ
り
、
大
企
業
の
内
部

留
保
が
５
８
１
兆
円
を
超

え
る
一
方
で
、
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
労
働
者
が

２
割
を
超
え
る
状
況
は
社

会
の
歪
み
を
示
し
て
い
る

と
訴
え
ま
し
た
。

渡
辺
事
務
局
長
か
ら

は
、
２
０
２
５
年
春
闘
の

経
過
報
告
と
２
０
２
６
年

春
闘
方
針
案
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
、
当
事

者
を
主
体
と
し
た
運
動
の

構
築
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
回
転
ず
し
ユ

ニ
オ
ン
で
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
職
員
が
１
人
で
労
働
組

合
を
作
り
、
現
在
は
２０
人

程
度
の
組
織
に
成
長
し
、

ス
シ
ロ
ー
宮
崎
店
で
ス
ト

ラ
イ
キ
を
３
回
実
施
し
て

６
％
の
時
給
引
き
上
げ
を

勝
ち
取
っ
た
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
春
闘
の
重

点
課
題
と
し
て
、
①
実
質

賃
金
の
底
上
げ
実
現
、
②

労
働
法
制
改
悪
阻
止
と
労

働
時
間
短
縮
の
実
現
、
③

公
共
と
社
会
保
障
の
再

生
、
④
平

和
維
持
を

求
め
る
行

動
の
強
化

の
４
点
が

提
案
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
最
低

賃
金
に
つ

い
て
は
、

全
国
一
律

１
５
０
０

円
を
目
指

す
運
動
の

強
化
と
、

発
効
日
の

先
送
り
・
分
散
化
問
題
へ

の
対
応
が
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
黒
沢
事
務

局
長
の
特
別
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
春
闘
の
特

徴
と
し
て
、
賃
金
引
き
上

げ
が
進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
正
規
労
働

者
の
賃
上
げ
は
平
均
２
４

４
円
、
非
正
規
労
働
者
は

時
給
４６
・
１
円
の
引
き
上

げ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

低
賃
金
の
上
昇
（
６６
円
）

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状

況
で
す
。

特
に
医
療
・
介
護
・
福

祉
分
野
の
労
働
者
の
賃
金

状
況
が
厳
し
く
、
２
０
２

４
年
度
は
看
護
師
の
処
遇

改
善
で
一
時
的
に
上
昇
し

て
い
た
も
の
の
、
２
０
２

５
年
の
医
療
従
事
者
の
年

末
一
時
金
は
過
去
最
低
と

な
り
、
他
業
種
と
比
較
し

て
も
低
水
準
で
す
。

２
０
２
６
年
春
闘
の
要

求
と
し
て
、
最
低
賃
金
時

給
１
７
０
０
円
以
上
、
月

額
３
万
３
０
０
０
円
以
上

の
賃
上
げ
、
非
正
規
労
働

者
の
時
給
２
５
０
円
以
上

・
１７
％
以
上
の
賃
上
げ
な

ど
が
必
要
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
５
月
１
日

を
国
民
の
祝
日
に
す
る
要

求
も
新
た
に
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
労
働
組
合
の

組
織
率
が
１６
・
１
％
と
低

下
す
る
中
、
賃
上
げ
交
渉

が
行
わ
れ
て
い
な
い
職
場

が
多
数
あ
る
こ
と
を
問
題

視
し
、
労
働
者
自
身
が
声

を
上
げ
て
労
働
組
合
を
通

じ
て
変
化
を
起
こ
す
実
践

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
既
存
の
労
働
組
合

に
お
い
て
も
、
要
求
提
出

や
団
体
交
渉
、
必
要
に
応

じ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
、

基
本
的
な
活
動
の
活
性
化

が
必
要
で
あ
る
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員　

松
尾
）

者
で
人
が
足
り
な
い
と
い

つ
も
言
っ
て
い
る
」
等
、

次
々
と
立
ち
止
ま
り
、
親

子
で
署
名
に
協
力
し
て
く

だ
さ
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
国
会
で
は
、
ま
さ
に

「
医
療
法
改
正
」
を
め
ぐ

っ
て
、
国
会
論
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
連

日
、
国
会
に
は
医
療
や
介

護
団
体
、
当
事
者
団
体
な

ど
が
国
会
議
員
に
要
請
行

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目

標
５
０
，０
０
０
筆
ま
で

あ
と
わ
ず
か
で
す
。
引
き

続
き
署
名
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
福
岡
民
医
連
・
福
医
協

労
働
組
合　

伊
藤
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
総
が
か
り
実
行
委
員
会

�

平
和
な
沖
縄
平
和
な
日

本
を
つ
く
る
１
・
１８
集

会１
月
１８
日
（
日
）
１４
：

００
～
１６
：
１５

福
岡
県
教
育
会
館

３
階
大
会
議
室

○
福
岡
県
労
連

�

２
０
２
６
年
新
春
旗
開

き１
月
９
日
（
金
）
１８
：

３０
～
２０
：
３０

福
建
労
東
西
支
部
会
館

２
階

〈
秋
の
宣
伝
行
動（
ナ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
福
岡
主
催
）〉

〈
秋
の
宣
伝
行
動（
ナ
ー
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
福
岡
主
催
）〉

署
名
目
標

署
名
目
標
５
０
５
０
，，０
０
０
０
０
０
筆
ま
で
あ
と
わ
ず
か

筆
ま
で
あ
と
わ
ず
か

労
働
組
合
の
基
本
的
な
運
動
の
活
性
化
と
強
化
を

労
働
組
合
の
基
本
的
な
運
動
の
活
性
化
と
強
化
を

福
岡
県
春
闘
共
闘
討
論
集
会

が
、
次
々
に
病
院
・
診
療

所
の
経
営
状
況
や
看
護
現

場
の
深
刻
な
実
態
等
に
つ

い
て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
し
な

が
ら
、「
地
域
医
療
を
守

れ
」の
署
名
に
取
り
組
み
、

４５
分
間
で
署
名
を
１
３
１

筆
集
め
ま
し
た
。
署
名
入

り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
３
６
０

個
、
チ
ラ
シ
１
７
０
枚
も

配
布
し
、
メ
デ
ィ
ア
取
材

は
１
社
の
み
で
し
た
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

署
名
に
応
じ
た
通
行
人

の
中
に
は
「
診
療
所
や
病

院
が
潰
れ
た
ら
困
る
」

「（
家
族
が
）
医
療
従
事

１１
月
２９

日
（
土
）

の
博
多
駅

前
博
多
口

で
福
岡
県

内
よ
り
看

護
師
や
労

働
組
合
員

等
が
集
ま

り
、「
秋

の
宣
伝
行

動
」
を
７０

名
の
参
加

で
行
い
ま

し
た
。
約

１０
名
の
看

護
師
た
ち

７０名が参加した「秋の宣伝行動」

福
岡
地
区
労
連
は
、
最

低
賃
金
意
見
書
採
択
運
動

を
推
進
し
て
お
り
、
１２
月

議
会
で
大
野
城
市
議
会
と

筑
紫
野
市
議
会
で
委
員
会

審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
野
城
市
議
会
で
は

自
民
党
の
井い

福ふ
く

大だ
い

昌す
け

議

員
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て

最
低
賃
金
意
見
書
の
提
出

を
も
と
め
る
請
願
が
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。
１２
月
５

日
の
総
務
政
策
委
員
会
に

は
県
労
連
か
ら
参
加
し
、

請
願
の
趣
旨
や
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
議
会
で

は
、
日
本
共
産
党

の
古
賀
慎
吾
議
員

か
ら
組
合
が
作
成

し
た
内
容
の
意
見

書
を
議
員
提
案
と

し
て
審
議
に
か
け

て
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連

は
福
岡
地
区
に
あ

る
２０
自
治
体
の
議
会
の
う

ち
８
自
治
体
で
最
低
賃
金

引
き
上
げ
に
関
す
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
野
城
市
、
筑
紫
野

市
の
両
議
会
で
意
見
書
が

採
択
さ
れ
れ
ば
福
岡
地
区

半
数
の
地
方
議
会
で
最
低

賃
金
引
き
上
げ
の
意
見
書

が
国
に
提
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

現
在
は
３
月
議
会
の
意

見
書
採
択
に
向
け
議
員
ア

プ
ロ
ー
チ
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
編
集
委
員　

米
地
）

福建労東西支部会館にて春闘討論集会

最低賃金
意見書
採択運動最賃意見書・最賃意見書・

福岡地区の半数議会採択へ福岡地区の半数議会採択へ


